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はじめに 

横浜国立大学のアカデミックセンターである地域実践

教育研究センターでは、神奈川県の大学発・政策提案

制度の採択を受け、2015～2016 年度の２年間に

わたって「里地里山の保全効果に関する学際的研究」

を実施した。調査研究にあたっては、地域実践教育研

究センターに「里地里山の保全効果に関する学際的研

究プロジェクト」（里山 PJ）を設置し、地域経済、

環境・県土保全、景観形成、教育・ひとづくり、健

康・コミュニティの５つの研究分野について研究チー

ムを編成し、現地調査やアンケート調査等を行い、里

地里山保全活動の効果を検証した。  

2015年度における調査研究の概要 

2015 年度は「教育・ひとづくり」「環境・県土保

全」「健康・コミュニティ」を中心に調査研究を行

い、研究成果を中間報告書としてとりまとめた。中間

報告書の概要は以下の通りである。 

 

教育・ひとづくり 

里地里山におけるさまざまな体験が児童の発達や成長

に及ぼす影響について、文献調査、データ分析、現地

調査、アンケート調査を実施した。文献調査では、国

立青少年教育振興機構が実施した「青少年の体験活動

等に関する実態調査」（2014 年）と「子どもの体験

活動の実態に関する調査研究」（2010 年）を中心

に、自然体験と児童の発達や成長との関係について考

察した。データ分析については、里地里山と児童のス

ポーツとの関係について研究を行った。報告書に収録

した研究論文「里地・里山が児童の運動・スポーツ実

施に及ぼす影響」（海老原修）は、「子どものスポーツ

ライフ・データ 2013」と里地里山の評価指標（さ

とやま指標）を照らし合わせて、運動・スポーツと里

山の関係を分析し、スポーツ環境が整備されない状況

下では、さとやま指標への依存が高まる可能性を示唆

している。現地調査では、相模原市立広田小学校を訪

問し、「小松・城北」里山をまもる会の協力のもとに

４年生を中心に行っている里山体験学習について聞

き取り調査を行った。また、平塚市の「里山をよみが

えらせ会」にご協力いただき、里山体験に参加した保

育園児の保護者にアンケート調査を実施した。 

環境・県土保全 

里地里山の保全が環境に及ぼす効果について、2015

度は主として生物多様性の観点から調査を実施した。

県内では各自治体が独自に生物多様性に関する調査を

実施しており、里山環境が保全されている地域では里

山に固有の生態系が保全されていることが報告されて

いる。2015 年度の中間報告書には、東京農業大学短

期大学部教授の竹内将俊氏による研究論文「秦野市名

古木里地里山における動物相調査の中間集計結果と今

後に向けた取り組み」を収録するとともに、相模原市

穴川で長期間にわたってトンボの生態を調査している

東京農業大学客員研究員の田口正男氏の講演録「里地

里山保全と生物多様性～トンボの生態を中心に～」を

収録した。また、県内の各地域における人口増減と環

境との関係を分析した研究「神奈川県内における人口

動態パラメータの地域性と環境」（高橋すみれ・小池

文人）では、都心と山地の中間にあり草地が多く里山

保全活動が盛んな、適度に自然と関わることができる

やや都市的な環境が、出生率・死亡率の点で全体とし

てパフォーマンスが高いことがわかった。 

    

 
秦野市名古木での生物

調査  

相模原市立広田小学校の

生き物調査 



 

健康・コミュニティ 

農業や農作業が人々の健康増進に効果があることは経

験的に知られている。しかし、里地里山の暮らしと

人々の健康の関係に関する実証的な研究はあまりな

い。そこで、本年度は、はじめに介護保険のデータを

使用して、県内の市町村における介護サービスの利用

者の割合を調べた。その結果、人口密度が高い県東部

に比べ、里山的な環境が残る県央地域や県西地域にお

いて要支援・要介護認定者が少ないことがわかった。

また本年度は、県内の里地里山活動団体に対して、健

康に関するアンケート調査を実施した。それによれ

ば、里山保全活動に従事している人は概ね健康であ

り、病院にもあまり行かないことがわかった。 

2016年度における調査研究の概要 

2016 年度は、里地里山保全の経済効果、景観形

成、里地里山と大学の連携、里山体験と健康の関係、

里地里山保全とコミュニティの活性化などについて調

査研究を行った。最終報告書にとりまとめられた調査

研究報告の概要は以下の通りである。 

Ⅰ 地域経済 

・里地・里山保全活動における諸団体の成果と課題

―保全コスト推計とアンケート調査結果から―      

本研究は、神奈川県里地里山の保全活動を展開してい

る県内団体に焦点をあて、保全活動に対して支出され

る補助金の算定基準をもとに、保全にかかる経費を推

計し、現在の里地里山を維持管理する際に必要な保全

コストを改めて確認するとともに、各団体に対して実

施したアンケート結果を踏まえて、里地里山の保全に

向けて検討すべき課題を整理した。その結果、第一

に、2016 年度は農林地保全を目的とする補助金と

して年間 625 万円が支出されているが、実際に選定

されている協定面積の保全を進めようとすると、3～

4 千万円の費用がかかることが示された。第二に、そ

うした里山保全に大きく貢献している諸団体に対して

アンケートをした結果、団体参加者の高齢化によって

活動が縮小傾向にならざるを得ないことなどが明らか

になり、保全に携わる人材の発掘・育成が大きな課題

として浮かび上がった。（池島祥文）            

・里地里山保全の経済的価値 

里地里山の生態系は、生物多様性などの基盤サービ

ス、食料や木材などの供給サービス、大気浄化等の規

制サービス、そして景観や教育などの文化サービスを

提供し、不特定多数の人々に多様な福利をもたらして

いる。しかし、里地里山の生態系サービスの価値が客

観的に把握されていないため、政府による政策介入は

限定的なものにとどまっている。里地里山の生物多様

性については環境省が CVM（仮想評価法）により経

済的価値を試算しているが、里地里山全般についての

評価ではないことから、本研究では試行的に神奈川県 

 

 

 

の県政モニターOB 会を対象にアンケート調査を行

い、CVM により里地里山の経済的価値を算出した。

ただし、里地里山の生態系サービスには、文化や教育

サービスのように貨幣価値に換算できないものも含ま

れており、経済的な評価には限界もあることも指摘さ

れる必要がある。（小池治） 

・神奈川県県西地域の地域経済循環分析 

―小田原市・南足柄市のエコツーリズムに向けて―            

県西地域におけるエコツーリズムの可能性について、

地域経済分析システム「RESAS」や外部データを利

用して分析を行った。その結果、感応度係数が示すよ

うに、県西地域は各種サービスや運輸が経済効果を受

け得る状況にあり、特化係数で明らかなように、運

輸、商業、飲食業等が強みを発揮できるポテンシャル

を有している。また、流動人口をみると、県西地域は

県内でも公共交通沿いに比較的多く移動しており、と

くに小田原市は、休日には隣県からも多くの観光客が

訪問しうる環境にある。そして、小田原市および南足

柄市のそれぞれの里地里山保全等地域においては、地

域の自然が観光資源として既に活用され、比較的多く

観光客に魅力を感じさせるものとなっていることがわ

かる。（氏川恵次） 

Ⅱ 環境・県土保全 

・神奈川県における里山林の保全と効果 
神奈川県は県土の約４割を森林が占めており、その約

４割が人工林である。だが、林業の不振から間伐や枝

打ちなどの管理が行われず、表土の流出など荒廃が進

んでいる。また、人家に近い里山林では、シカやイノ

シシによる食害も深刻になっている。県の里地里山保

全地域では、保全活動団体が協定地内の里山林の下草

刈や枝打ち、間伐等の作業を行っているほか、炭焼き

や薪づくり、しいたけ栽培なども行われている。ま

た、里山林を整備して古道の再生やハイキングコース

を整備する活動や子どもたちの遊び場をつくる活動も

行われている。しかし、森林の整備は重労働であり、

専門的な知識や技術も求められることから、技能の継

承と若い世代の確保が大きな課題となっている。（小

池治） 

 

ドローンで空撮した南足柄市矢倉沢の里山風景 



   

・里山生態系と人間                            

日本において少子化は社会の重要な問題のひとつであ

るが、日本だけに留まらず先進国や新興国など世界共

通の問題である。ヒトも生物の一種であり野生生物の

保全生態学の手法を利用できる。本研究では神奈川県

内や全国の市区町村を対象とし、社会的要因（経済的

な影響、移出入の間接影響など）を補正し、ヒトの個

体群動態に与える緑地環境の影響について明らかにす

ることを試みた。社会的要因の影響を補正したあと

で、都市的な環境では純増殖率（１世代で何倍になる

か）が低く、高木植生や農地などの草本・低木植生が

多い自然的な環境で純増殖率が高かった。神奈川県内

では里山保全活動が活発に行われている地域で純増殖

率が高い傾向があった。大都市の市街地外縁には農地

や森林，住宅地が混在し、保全活動が可能な里山や市

民農園などが点在する地域があり、このような地域が

人口の維持にとって重要なゾーンである可能性があ

る。（小池文人） 

Ⅲ 景観形成 

・神奈川県の里地里山の景観構成と住宅の建ち方の

特徴 

里地里山は「原風景」や「心のふるさと」として人々

の記憶に刻まれる場合が多い。里地里山保全地域に選

定された 20 地区を対象に、地形的特徴を基盤に景観

構成を捉えると、田園、谷戸、緩斜面、谷間、山の中

腹の5つの類型に大別できる。各類型の景観構成から

は、斜面の勾配によって植えられている農作物の相関

関係が捉えられた。また、集落における住宅の構えに

おいても、各地形的特徴にあった景観構成の在り方が

捉えられた。同類型の地区は特徴や課題が共通するた

め、保全活動や課題への取組みを参照しあえると有効

的である。また、類型化によって各地区の特徴が把握

しやすくなることで、多くの方にかながわの里地里山

のことを伝えやすくなる。（志村真紀） 

 

 

 

斜面の勾配と農作物の関係からなる景観構成 

Ⅳ 教育・ひとづくり 

・里地里山における体験学習                        

1996 年の中央教育審議会答申「21 世紀を展望した

我が国の教育の在り方について」が子どもの「生きる

力」を強調して以来、体験学習を教育に取り入れる動

きが加速している。なかでも農業体験は全国の多くの

小学校が教育プログラムに取り入れており、神奈川県

の里地里山保全地域でも小学校と連携した農業体験が

各地で実践されている。そこで本研究では、厚木市の

七沢里山づくりの会の農業体験に参加した横浜国立大

学の学生にアンケート調査を行い、農業体験が学生の

意識や態度に及ぼす影響を考察した。（小池治） 

   

 

・地方再編と大学連携  

―「里山里地コミュニティ」への大学生の関わり―           

本研究では大学生が地域おこしに関わる際の課題と可

能性について検証した。具体的には横浜国立大学教育

人間科学部における神奈川県および長野県での２つの

取組みについて現地調査および聞き取りを行った。次

に事例比較により、地方再編・再生に対し、大学機関

として「意味のある関わりのあり方」を模索した。調

査の結果、「需要と供給のマッチング（町のリクエス

トが明確で、教員が専門知識を提供できること）」、

「よそ者の立場を活用した客観化・相対化（地域おこ

し施策の類型化、失敗・成功事例の洗い出し、利害関

係の少ない外部者だからこそできる調査実施）」およ

び「参加学生のモチベーションとオーナーシップ」の

3 点が、「三方良し」の地域おこしへの大学連携の方

向性を決定づけるとした。（佐藤峰） 

Ⅴ 健康・コミュニティ 

・里地里山の再生とコミュニティ                      

長い間、自然共生的な農林業を維持してきた日本の農

山村は、農林業の生産性や収益率の低さ、都市への人

口集中によって若い世代が流出し、農山村の地域コミ

ュニティは活力を失ってきている。この問題は、首都

圏に位置する神奈川県でも無縁ではない。神奈川県の

里地里山においても、農家の高齢化と後継者不足から

耕作放棄地や手入れがなさない里山林が増加し、空き

家も増えている。こうした危機的状況の里地里山を再

生させるため、地域の有志が活動団体を立ち上げて保

全活動を進めているが、活動団体のメンバーも年々高

齢化している。その一方で、里地里山の保全活動にお

いては、NPO や市民ボランティア、民間企業との連

携も各地で進められており、里地里山保全地域では必

ずしも地縁にこだわらない新しいネットワークが生ま

れている。（小池治） 

 

 

横浜国大生による厚木市七沢での田植えと稲刈り 



 

・里地里山活動における唾液中アミラーゼの変化     

本研究では、里地里山で行われた農作業体験が，スト

レスホルモンの一つである唾液中のアミラーゼにどの

ような影響を与えているかを検討した。その結果、田

植え場面では、統計的に有意なアミラーゼ量の低下が

見られたが、稲刈り場面では逆に体験後に増加する傾

向が見られた。このことから、農作業体験が単純にア

ミラーゼ量を低下させる可能性は低いと考えられる。

一方自然に触れ合うことが、高血圧の人は血圧が低く

なり、低血圧の人は血圧が高くなるという生体調整機

能を持つという視点に立つと、田植え場面、稲刈り場

面の双方の場面において、里地里山の農作業体験が生

体調整機能に影響を与える可能性を示唆する結果が得

られた。（福榮太郎・大重賢治・藤川哲也） 

 

Ⅵ 総括 

・里山保全の方式のバリエーション 

―神奈川モデルの可能性―                      

本稿では、岡山と神奈川の事例を比較することで、二

つの対照的な里山のモデルが存在しうることを示し

た。比較の基準として、主導役の違い、課題設定の違

い、インセンティブの違い、外部リソースの違いの 4

つを用いた結果、里山の再生のあり方のパターンを決

めるのは、究極的にはその里山が存立する地理的位置

という自然条件によるところが示唆された。（小林誉

明） 

・まとめにかえて 

―里地里山の多面的機能と保全効果―                                               

国内における里地里山の再生や保全については、農地

や森林の多面的機能に着目する農林政策的アプローチ

と、生物多様性の保全を軸とした環境政策的アプロー

チにより二元的に進められてきた。一方、国際社会で

は、里地里山のような二次的自然の機能を「生態系サ

ービス」と「人間の福利（well-being）」のインタ 

ーリンケージという枠組でとらえるアプローチが登場

し、近年では日本の里地里山の分析にも応用されてい

る。この「生態系サービス」という観点から神奈川県

の里地里山をみると、里地里山の保全活動によって里

山生態系のサービスが回復し、それが都市住民の農業

体験や教育機関による環境活動を呼び込むというポジ

ティブな効果が生まれている。また、里山保全活動

は、活動に参加する人々に生きがいや連帯感をもたら

し、健康増進に寄与している。その一方で、里地里山

で実践されている環境保全型農業の重要性や里山景観

の文化的価値に対する一般県民の理解はまだ進んでお

らず、里山生態系の持続的な管理を担うソーシャルキ

ャピタルの醸成が課題となっている。（小池治） 
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